
覚書に
基づく
連携・協力

　
現
在
、
近
畿
能
開
大
京
都
校
に
は

２
年
生
３
人
、
１
年
生
２
人
、
合
計

５
人
の
留
学
生
が
在
学
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
舞
鶴
市
の
強
み
で
あ
る「
も

の
づ
く
り
」
の
知
識
と
技
術
を
幅
広

く
学
ぶ
生
産
機
械
技
術
科
を
専
攻
し

て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
は
２
年
生

は
市
内
企
業
に
就
職
、
ま
た
新
た
に

４
期
生
３
人
が
留
学
す
る
予
定
で
す
。

　
舞
鶴
市
で
は
、
卒
業
後
の
３
年
間
は

市
内
で
働
く
こ
と
を
条
件
に
、
入
学
金

と
授
業
料
の
返
還
を
不
要
と
す
る
奨
学

金
制
度
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
金
を
活
用
し
、
日
本
へ
の
渡
航
費
や

２
年
間
の
生
活
費
の
一
部
を
補
助
す
る

な
ど
留
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
戦
後
の
抑
留
と
引
き
揚
げ
を
縁
に

始
ま
っ
た
舞
鶴
市
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
共
和
国
と
の
交
流
の
一
つ
と
し
て
、

令
和
元
年
に
リ
シ
タ
ン
地
方
と
交
換

し
た
「
人
材
育
成
交
流
に
関
す
る
覚

書
」
に
基
づ
き
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

の
産
業
技
術
分
野
で
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
令

和
４
年
か
ら
同
地
方
か
ら
の
留
学
生

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同

地
方
に
あ
る
日
本
語
学
校
「Noriko

学
級
」
の
生
徒
が
、
近
畿
職
業
能
力

開
発
大
学
校
京
都
校
（
以
下
、
近
畿

能
開
大
京
都
校
）
に
留
学
し
、
卒
業

後
は
舞
鶴
市
内
の
企
業
に
就
労
し
て

い
ま
す
。市
内
企
業
で
長
期
に
わ
た
っ

て
働
き
、
専
門
技
術
を
身
に
付
け
る

こ
と
は
、
本
国
の
将
来
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
ほ
か
、
市
内
で
の
就
労

人
材
の
確
保
や
定
住
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
令
和
４
年
に
来
日
し
た
留
学
１
期

生
３
人
は
、
昨
年
４
月
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
市
内
企
業
で
働
き
、
本
市
の
産
業

を
支
え
る
一
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　リシタン地方にあるNoriko学級は、ボラン
ティアで日本人が講師となり、日本語や日本
文化を教える語学学校です。故大崎重勝さん、
紀子さん夫妻がリシタン市を訪問した際、子
ども達の未来のために何かしたいという思い
から、現校長のナジロフ・ガニシェルさんな
どとともに平成11年に開校されました。
　Noriko学級の生徒は、日本文化に興味を持
ち、将来は日本で学びたい、働きたいと夢見
て、熱心に日本語を学び、卒業生の多くは、
日本に留学・就労しています。

　舞鶴市内にNoriko学級での講師経験者がい
る縁から、平成31年1月と令和元年5月にナジ
ロフ校長が舞鶴市役所を訪問。生徒の舞鶴市

人
材
育
成
の
循
環
で
地
域
産
業
を
活
性
化

～
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
人
材
育
成
交
流
～ 

Noriko学級と舞鶴市の交流
Noriko学級とは

交流のはじまり

・人材の雇用
・将来のウズベキスタンの発展に
つながる人材育成

・ウズベキスタンの発展に
つながる人材教育
・留学生に対する就職支援

・日本語や日本文化を学ぶ
人材の育成
・意欲ある若者の輩出

ウズベキスタン共和国

日本

留
学
か
ら
就
労
の
循
環
で

産
業
技
術
人
材
を
育
成

在
学
生
は
も
の
づ
く
り
の

知
識
と
技
術
を
学
ぶ

　日
本
で
働
く
外
国
人
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

産
業
活
動
を
担
う
労
働
力
人
口
の
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
日
本
で
は
、

こ
れ
を
解
消
す
る
一
つ
の
カ
ギ
と
し

て
外
国
人
人
材
の
雇
用
を
進
め
て
お

り
、
舞
鶴
市
で
も
産
業
・
福
祉
・
医

療
な
ど
の
分
野
で
多
く
の
外
国
人
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
言
葉
や
文
化
の

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
外
国
の
優
秀

な
人
材
が
舞
鶴
市
で
学
び
働
く
こ
と

は
、
地
域
産
業
に
新
た
な
活
性
化
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　今
回
は
そ
の
中
で
、
舞
鶴
市
で
活

躍
す
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人
と
市
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　《み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
》

リシタン地方との覚書による
産業技術人材育成の循環

・市民の異文化理解・国際化の促進
・意欲ある外国人材を受け入れる
   ためのサポート
・留学生への支援

Noriko学級

近畿能開大京都校市内製造業者など

リシタン地方

舞鶴市

あ

への留学や就労など、人的交流の可能性につ
いて意見交換を行いました。また、同年8月
に市の代表団と市民訪問団がウズベキスタン
を訪問した際、Noriko学級の生徒と交流する
など、市民同士の交流も活発になり、同年11
月の人材育成交流に関する覚書の交換につな
がりました。

▲Noriko学級での授業

▲卒業研究の打ち合わせをする留学生

3 22025広報まいづる 2月号


